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　　　　　　　　　2013年度　○○班　安全衛生活動計画

定義 グローバル企業を目指す上で、安全は必要不可欠である。安全失くして品質・生産の向上はない

年間目標 災害ゼロ スローガン
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次
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動

月
間
目
標

9月 10月

新人(実習者・派遣社員
等)の安全確保

フォークリフト
の安全運転

安全通路の
確保

・服装、しつけ
・作業ルールの遵守
・作業中の不安全行動

・指差し確認
・構内運行
ルール

・安全通路、
ピットの鉄板
の状態(変
形、ずれ等)

①作業開始前の安全カードの確認徹底

②不安全箇所の撲滅

・担当ラインの不安全箇所の抽出と、対策を考える(実施する)ことにより、安

全に作業出来るラインの構築と各人の意識向上を図る

①巻き込まれ災害　(6月)・・・・ボール盤作業に不適切な保護具(軍手)を使う危険

②火傷災害　　　　  (8月)・・・・高周波作業を素手で行う危険

③挟み込み災害　 (10月)・・・・穴開け機のチェーンコンベアの危険

④飛来災害　　　   (12月)・・・・保護メガネ未着用でエアーガンを使う危険

①班内ルールによる教育を実施(随時)
・工場安全ルール集の説明
・安全心得ツアーマップによる
職場内見学
・緊急事態発生時の対応方法説明
・新任作業者チェックシートによる
安全教育と確認
(5ステップ・最大20日間)

①毎月チーム毎にリスクアセスメント・KYT活動を実施

・各回の進行役、書記はチームリーダーが任命

・テーマ選定に当たっては、リスク評価のうえ、リスクが高いものから実施する

自分達の安全は自分達で守ろう

安全教育 


